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北海道和種馬の夏季林開放牧に

おける採食植物種

稲葉弘之*河合正人$植村 滋“

秦 寛***近藤誠司事大久保正彦*

Ingested plants by Hokkaido native horses grazed in forest in summer 

by 

Hiroyuki INABAヘ恥iasahitoKA W AI*， Shigeru UEMURA * *， Hirosi HA TA“へ
Seiji KONDO・andMasahiko OKUBO* 

要旨

夏季林開放牧における北海道和種馬の採食植物種を把握するため，林床植物がササ類以外

である比較的平坦な落葉広葉樹林内において北海道和種馬の放牧試験を行った。 4haの樹林地

に，北海道和種馬8頭を 10日開放牧した。供試馬全頭について 5分間 2反復の観察を放牧期

間中5回行い，時間内に採食した植物種とその種の採食時間を測定した。

和種馬が採食した草本類は 29種で，林内の草本類全種の 42%を占めており，イネ科草本

(タツノヒゲ ;Diarrhena japonicaなど)，スゲ類(アオスゲ ;Carex leucochloraなど)，チゴ

ユリ (Disρorumsmilacinum)，ヨプスマソウ (Cacal必加stata)が主であった。和種馬が樹葉

を採食した木本類は 23種あり，林内の木本類全種の50%を占めており，サワシパ (Carpin陥

cordata)，ヤマモミジ(Acerρ'almatum)，アオダモ(Fraxinuslanuginosa)，イタヤカエデ(Acer

mono)が主であった。また，シダ植物の採食は見られなかった。

キーワード:採食植物種，夏季林開放牧，北海道和種馬
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緒論

我国の国土の約7割は森林であり，これまで主に木材生産の場として利用されてきた。一

方，家畜生産は，森林を伐採して草地を造成し，利用するといった形態をとることが多いが，森

林は水源保持，国土保全，資源供給など様々な機能を備えており，皆伐という形で森林を破壊

してしまうことは，これらの機能をも破壊することになる。また，旧薪炭林や木材生産の場と

しての価値のなくなった造林地などのように現在，利用されていない森林が多く残されている。

よって，この様な土地を今後の家畜生産の場として利用する一方，森林の生態系を壊すことな

く永続的な家畜生産を行う可能性を追求していく必要がある。

我が園における林開放牧に関する研究は肉牛において 1960 年~1970 年代を通じて比較的盛ん

に行われてきたが1-九その後，肉牛生産はドライロットなどにおける濃厚飼料多給の集約的生

産が主体となり，林開放牧による生産は余り普及しなかった。一方，北海道では古くから北海

道和種馬の林開放牧が行われてきているが，馬に関する林開放牧の研究はほとんどない。馬や

牛を林開放牧する場合，食害などによる林木への影響が想定されるがヘ馬は牛やめん羊に比べ

採食種範囲が狭いためへ林木への被害は少ないとも考えられる。さらに北海道和種馬は寒さに

強く，四肢が丈夫なこと川など林開放牧に適した要素を備えている。

これまで，北海道和種馬の林開放牧は主にササ類を飼料源として行われてきた。ササ類に

ついての林開放牧の研究から，ササ類は比較的栄養価も高く 11)，噌好性もよいといわれている問。

一方，ササ以外の林床植物を利用した林開放牧についてはほとんど研究されていない。ササ類

の少ない林床植生は非常に種が多様であるため，和種馬が利用する植物としない植物が存在す

ると考えられる。これら採食される植物については家畜の飼料としての価値は十分にあると考

えられ，その利用の可能性を追求する必要があろう。

そこで本試験では，林床にササ類がほとんどない落葉広葉樹林において夏季に北海道和種

馬の放牧を行い，和種馬の採食草種および樹葉種の把握を行った。

方 法

本試験は北海道大学農学部附属苫小牧演習林，第335林班において行った。試験地の概要

を図1に示した。同演習林は森林植物帯上，汎針広混交樹林帯に属しているが， 1954年の台風

15号の被害を受けた結果，演習林内の天然林の大部分には多様な樹種からなる落葉広葉樹再生

二次林が成立している13)。本試験地である第335林班も林床にササがほとんどない落葉広葉樹林

で，サワシノ丸ヤマモミジ，ミズナラなどの中小径木が密生した二次林であった。

同林班のほぽ平坦な場所を選び，林内に 100x 400 m (4 ha)の長方形放牧地を簡易電牧に

より設置し，北海道和種馬を放牧し以下の試験を行った。放牧期間は 1996 年 8 月 27 日 ~1996

年9月6日までの 10日間とした。放牧頭数決定のため放牧前に，放牧地内8カ所において 1X
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o 1 苫小牧演習林

図1 試験地の概要

1 m，高さ 2mまでの範囲にある全ての草種，樹葉を刈り取り，その乾物重量を測定した。た

だし，一般的に家畜がほとんど採食しないとされているシダ植物14)は除いた。和種馬の乾物の

採食量を最大でも体重の約4%と仮定し11この重量をもとに，林内の飼料を最大限利用させる

よう放牧頭数を決定した。すなわち，本学附属牧場で周年屋外飼育されいる北海道和種馬で平

均体重362.0kgの非泌乳成雌馬3頭，および平均体重222.6kg，平均月齢15カ月の育成雌馬

5頭を供試した。

植生調査は放牧開始前と放牧終了後にコドラート法により行った。100X400mの放牧地を，

25X25mの64個の正方形のプロックに分け，それぞれのプロックに 1X1mの定点コドラート

を無作為に 8個ずつ，計512個設置した。和種馬が採食可能な範囲である地上2mまでの出現

草種および樹種の葉部の合計面積をそれぞれの種の葉面積として測定した。

また，同じ 335林班内の供試地に隣接するほぽ同様の林床植生の落葉広葉樹林内に対照区

を設定した。そこに 25X25mの正方形のプロックを 4個設置し，それぞれのプロック内に無作

為においた 8個の 1X1mの定点コドラートについて，放牧期間前後に同様の測定を行った。

採食植物種の同定および採食時間の測定は入牧1，3， 4， 6， 9日目に，和種馬の採食

時間帯である早朝6: 00""8 : 00に8頭全ての供試馬について行った。すなわち，各個体につい

て5分間採食行動を連続観察し，採食した草種および樹種を記録するとともに，その種の採食

時間を測定した。これを全個体について 2反復行った。なお，樹種の採食に関して，樹枝およ

び樹皮剥ぎは採食と見なさず，本試験では樹葉の採食のみについて記録した。また，放牧前後

に供試馬8頭全てにおいて体重測定を行った。
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結果および考察

放牧前後の供試馬の体重を表1に示した。供試馬は放牧期開通して一群で行動し，健康面

においても異常は見られなかった。全頭とも期間中の体重変化は小さく，本試験地のような林

床植生においても和種馬の飼養が可能であることが示された。

試験開始前の放牧地の出現植物の出現種数と合計葉面積割合を草本類，木本類およびシダ

植物に分仇表2に示した。また，主な出現種の葉面積 (m2/ha)，出現頻度(%)および積算

優占度(%)を表3に示した。出現頻度は調査した総コドラート数に対するある植物の出現コ

ドラート数の百分率で示し，積算優占度 (SDR2)は種ごとの葉面積，出現頻度それぞれの最高

値を 100とし，各種の相対値を算出し，以下の式により求めた。

SDR2= (相対葉面積+相対出現頻度)/2 (%) 

表1 供試馬体重 表2 放牧前の林床植物の出現種数および葉面積

測定日 放牧前 放牧後 分類 種数 葉面積 葉面積割合

育成雌馬 kg kg m2/ha % 

歌晴 23l.0 229.0 革本類 69 2510.2 24.8 
歌坂 236.0 235.0 木本類 46 5422.9 53.5 
歌桜 239.0 240.0 

シダ植物 12 2193.6 21. 7 
歌丘 211.0 21l.0 
草歌 196.0 193.0 計 127 10126.6 

平均 222.6 22l.6 

成雌馬

風音 374.0 374.0 
車鶴 378.0 374.0 
海桜 334.0 333.0 

平均 362.0 360.3 

コドラート内に出現した植物種は計127種であり，そのうち，草本類が69種，木本類が46

種，シダ植物が12種であった。また，草本類，木本類およびシダ植物の総葉面積に対するそれ

ぞれの葉面積の割合は24.8，53.5， 21.7%であった。種ごとにみるとチョウセンゴミシ(Schisandra

chinensis)およびオシダ (Dηゆ初会 crassirhizoma)はSDR2が特に高く，本試験地の林床に

おいて優占していた種と言える。他に多かった種として，サワシノf，ヤマモミジおよびフッキ

ソウ (Pachysandraterminalis)の木本類，ハエドクソウ (Phηmaleρtostachya) ，タツノヒゲ，

チゴユリおよびオオイトスゲ (Carexsachalinensis)やアオスゲなどのスゲ類が挙げられる。

これら木本，草本およびシダ植物は本演習林の植生について調査した五十嵐(1987)13)の報告と

ほぼ同様であった。すなわち，本試験地の林床はシダ植物が優占しており，また，樹葉の量が

多く，草本類の種数は多いが，造成草地やササ地と比較して現存量自体はさほど多くない林床

植生であると言えた。
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表3 放牧開始前の出現植物種ごとの葉面積，出現瀕度および積算優占度

種 名 葉面積出現頻度 SDR2 種 名 業面積出現頻度 SDR2 

草本類 m2/ha % % 木本類 m2/ha % % 

ハエドクソウ 192.8 64.06 48.2 チョウセンゴミシ 1418.4 75.78 93.6 
チゴユリ 263.5 47.27 39.3 サワシパ 1096.7 61.33 74.2 
タツノヒゲ 310.5 43.16 38.0 ヤマモミジ 682.6 70.70 67.7 
ウマノミツノf 93.8 31.45 23.6 フッキソウ 281.3 61.91 49.5 
オオイトスゲ 165.2 26.37 22.5 ツタウルシ 102.9 38.67 28.7 
アキノキリンソウ 94.1 25.00 19.4 イタヤカエデ 251.8 28.71 26.7 
ヤプハギ 75.8 25.59 19.2 アオダモ 179.5 28.91 24.6 
アオスゲ 90.6 23.24 18.1 ミヤマザクラ 115.8 29.10 22.8 
ジンヨウイチヤクソウ 71. 7 23.83 17.9 シナノキ 203.1 23.83 22.0 
エナシヒゴクサ 94.7 21.88 17.3 ツルアジサイ 206.6 19.53 19.2 
ヒメノガリヤス 62.5 22.27 16.6 アズキナシ 118.9 20.31 17.1 
ヨプスマソウ 130.9 16.41 14.9 ツリノfナ 70.3 20.51 15.7 
マイてヅ1レソウ 86.9 17.97 14.5 イワガラミ 137.3 15.82 14.7 
オオノfノトンボソウ 45.1 18.55 13.6 ミズナラ 62.9 8.79 7.7 
ツルニガクサ 40.6 16.02 11.8 ヤマブドウ 50.6 9.18 7.6 
ツJレリンドウ 53.1 14.45 11.2 ノリウツギ 103.1 5.86 7.0 
エンレイソウ 37.3 14.26 10.6 ワタゲカマツカ 49.0 6.84 6.0 
セントウソウ 38.9 12.11 9.2 その他 292.0 
ヤプニンジン 27.9 11.33 8.3 合計 5422.9 
ユキザサ 39.5 8.20 6.6 
ミヤコザサ 97.7 5.27 6.5 シダ植物
タガネソウ 87.7 5.47 6.3 オシダ 1625.2 63.28 91.8 
その他 310.0 マンネンスギ 57.2 21.88 16.2 
合計 2510.2 ヤマドリゼンマイ 251.2 10.55 14.7 

ミゾシダ 139.3 8.59 10.0 
シラネワラピ 84.6 10.94 9.8 
その他 36.1 

合計 2193.6 

主な植物種の採食時間および採食頻度を表4に示した。種別の採食時間は和種馬が 10分間

にその植物採食した時間(秒)であり. 8頭. 5回の平均値を示した。採食頻度は採食植物種

の測定を行った延べ頭数に対するある植物を採食した延べ頭数の百分率で示した。なお，ミヤ

コザサ(晶saniP抑制;ca)以外のイネ科草本 (4種).スゲ(2種)に関して，採食植物種測定

の際に明確に同定する事が困難であったため，これらの植物をそれぞれまとめた値で示した。

草本類で29種，木本類で23種の植物が採食され，それぞれ放牧地内出現草種69種，およ

ぴ樹種46種の 42%と50%を占めた。採食植物種の主なものとして，草本類においては，スゲ

類，イネ科草本，チゴユリ，ヨプスマソウ，ミヤコザサが挙げられ，木本類においては，サワ

シパ，ヤマモミジ，アオダモ，イタヤカエデなどが挙げられた。また，和種馬はこれ以外に落

葉も採食した。シダ植物の採食は認められなかった。

全ての採食植物種とその種の採食率を表5に示した。採食率は SDR2と同様，採食時間と採

食頻度の最高値を 100としたときのそれぞれの相対値を算出し.SDR2と同様の式で求めたもの

であり，植物種ごとの相対的な採食の程度を示している。
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表4 主要出現植物の採食時間および採食頻度

種 名 採食時間 採食頻度 種 名 採食時間採食頻度

草本類 秒/10分 % 革本類 秒/10分 % 

ムスゲ 102.6 95.0 サワシパ 84.1 87.5 
ムイネ科草本 76.9 87.5 ヤマモジ 75.4 97.5 
チゴユリ 30.4 72.5 アオダモ 31.4 32.5 
ヨプスマソウ 18.8 47.5 イタヤカエデ 16.7 72.5 
ミヤコザサ 15.7 35.0 ミズナラ 12.2 40.0 
エナシヒゴクサ 12.6 47.5 シナノキ 12.1 55.0 
マイ 1ヅノレソウ 10.7 27.5 *ツタウyレシ 4.7 35.5 
ウマノミツノ守 10.1 62.5 *ヤマプドウ 1.9 12.5 
タガネソウ 7.0 12.5 アズキナシ 1.5 10.0 
アキノキリンソウ 6.0 35.0 フッキソウ 1.5 10.0 
ハエドクソウ 4.9 55.0 ミヤマザクラ 1.4 10.0 
ハンゴンソウ 3.5 20.0 ワタゲカマツカ 1.2 2.5 
ヤプハギ 0.7 10.0 *チョウセンゴミシ 0.6 7.5 
エンレイソウ 0.4 7.5 ツリパナ 0.2 2.5 
ツノレリンドウ 0.3 5.0 ノリウツギ 0.0 0.0 
セントウソウ 0.3 7.5 *ツルアジアサイ 0.0 0.0 
ジンヨウイチヤクソウ 0.0 0.0 *イワガラミ 0.0 0.0 
オオノTノトンボソウ 0.0 0.0 その他 15.6 

ツルニガクサ 0.0 0.0 計 260.5 
ヤプニンジン 0.0 0.0 採食種類 23種
ユキザサ 0.0 0.0 
その他 7.2 シダ植物

計 308.2 オシダ 0.0 0.0 

採食種数 29種 マンネンスギ 0.0 0.0 
ヤマドリゼンマイ 0.0 0.0 

落葉 31.4 20.0 ミゾシダ 0.0 0.0 
計 31.4 シラネワラビ 0.0 0.0 

その他 0.0 0.0 
計 0.0 
採食種類 0種

ム イネ科草本:タツノヒゲ，ヒメノガリヤス，ヤマカモジクサ，ホガエリガヤ

スゲ:オオイトスゲ，アオスゲ

* ツル性木本

採食時間および採食率の高かったイネ科草本は一般に放牧馬の晴好性が高く，頻繁に採食

すると言われており 14ー18)，スゲ類についても同様の報告がある 14，1針。本試験においても，これら

の植物の採食率は非常に高く，これらの結果と一致した。チゴユリ，ウマノミツノ~(S切zicula elata) ， 

ハエドクソウの採食率が高いのは，採食時聞は短いものの採食頻度が高いことによるもので，こ

れらの種は出現頻度が高く林内に広く散在していたため，和種馬の採食の機会が増えたためと

考えられる。

木本類では，ヤマモミジとサワシパの採食が特に目立つた。カエデ科の樹葉は放牧馬に比

較的好んで採食されるとされており 16}，本試験においてもヤマモミジと同様，イタヤカエデの採

食も頻繁にみられた。サワシパの採食率は木本類のなかでも非常に高い値であった。馬はサワ
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シパをあまり採食しないとの報告もあるが14h本試験地ではサワシパの葉面積が高かったために，

和種馬の採食時聞が長くなったのであろう。

種名

草本類

gl5植物種別の採食率・

採食率 種名

% 木本類
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放牧期間中，和種馬はフッキソウ，エゾイボタ (Ligi凶 trum tschonoskii) ，アズキナシ

(Sorub附 alnifolia)およびワタゲカマツカ (Pourth必:eavillosa)を放牧前半には採食せず，後

半に採食した。このことから，これらの種は和種馬が好んで選択採食する種ではないと考えら

れる。落葉の採食においても同様のことが言える。これら放牧期間中の採食植物種の変化につ

いてはさらに検討が必要である。

低木類のノリウツギ(劫Idrangeataniculata)，つる性木本のイワガラミ (Schizothragma

hyrangeoides) ，ツルアジサイ(劫Idrangeaμtiolaris)は葉面積の値が比較的大きいにもかかわ

らず，採食されなかった。また，同じつる性木本であるチョウセンゴミシは採食されたが，採

食時間は非常に短かった。本種は葉面積の放牧地に占める割合が非常に高かったので，結果的

に，他の植物にまぎれて採食されただけであり，和種馬が選択して採食したのではないと考え

られた。一般に放牧家畜はつる性木本を好んで採食するといわれているが14h本試験においては，

つる性木本6種のうち，ツタウルシ (Rh附 ambigua)，ヤマブドウ(目的 coignetiae)の2種

を採食したのみであった。
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家畜は通常，有毒植物を採食しないが，本試験地において北海道農林部による混牧林利用

指針9)に示された有毒植物がシダ植物12種の他に3種あり，それぞれコウライテンナンショウ

(Arisaemaρeninsulae) ，エンレイソウ(Trilliumsmallii)，ルイヨウショウマ(Actaeaas勿tica)

であった。一般に家畜はシダ植物を採食しないとされており凶16h本試験においても採食しなか

った。シダ植物以外の有毒植物では，エンレイソウとルイヨウショウマの2種を和種馬は採食

したが，いずれの種も林内に占める葉面積の割合が小さく，採食量としても少なかったため，特

に中毒は起こさなかった。コウライテンナンショウの採食は観察されなかった。

また，放牧地内で採食の認められなかった植物についても，その種の出現頻度がごく低く，

葉面積の占める割合が非常に小さいことや，他の植物との量的関係により採食きれなかった可

能性もあり，これらの植物全てを非採食種であるとは言えない。さらに，一般に家畜の採食植

物種は季節によって変化するとされており川，本試験で採食きれなかった種も季節によっては採

食する可能性もあり，逆に，採食された種も採食されない場合もあると考えられる。よって，現

在，季節による採食植物種の変化について検討を行っている。

放牧前後での葉面積減少率を表6に示した。全体で約50%の葉面積が減少し，木本類に比

署長6 放牧による植物種別葉面積の減少率

葉面積 葉面積

種名 放牧前 放牧後減少率 種名 放牧前 放牧後減少率

草本類 m2/ha m2/ha % 木本類 m2/ha m2/ha % 

イネ科草本 414.3 123.8 70.1 チョウセンゴミシ 1418.4 998.8 29.6 
チゴユリ 263.5 86.7 67.1 サワシパ 1096.7 332.8 69.7 
スゲ 255.9 112.1 56.2 ヤマモミジ 682.6 199.2 70.8 
ハエドクソウ 192.8 71. 7 62.8 フッキソウ 281.3 9.9 
ヨプスマソウ 130.9 7.2 94.5 イタヤカエデ 251.8 90.2 64.2 
ミヤコザサ 97.7 1.2 98.8 ツルアジサイ 206.6 181.1 12.4 
エナシヒゴクサ 94.7 43.0 54.6 シナノキ 203.1 66.2 67.4 
アキノキリンソウ 94.1 15.8 83.2 アオダモ 179.5 49.0 72.7 
ウマノミツノT 93.8 55.1 41.3 イワガラミ 137.3 106.1 22.8 
タガネソウ 87.7 7.4 91.5 アズキナシ 118.9 70.9 40.4 
マイヅルソイウ 86.9 28.5 67.2 ミヤマザクラ 115.8 69.5 40.0 
ヤプハギ 75.8 48.6 35.8 ノリウツギ 103.1 77.9 24.4 
ジンヨウイチヤクソウ 71.1 58.8 17.3 ミズナラ 62.9 19.5 68.9 
ツルリンドウ 53.1 37.1 30.1 ヤマブドウ 50.6 3.9 92.3 
オオノTノトンボソウ 45.1 38.7 14.3 ホオノキ 23.4 0.0 100.0 
ユキザサ 39.5 21. 7 45.0 その他 490.8 220.9 55.0 
セントウソウ 38.9 27.7 28.6 計 5422.9 2739.6 49.5 
エンレイソウ 37.3 10.0 73.3 
ハンゴンソウ 30.3 0.0 100.0 シダ植物

その他 307.0 155.9 49.2 オシダ 1625.2 1095.7 32.6 

計 2510.2 951.0 62.1 ヤマドリゼンマイ 251.2 109.0 56.6 
ミゾシダ 139.3 84.0 39.7 
シラネワラビ 84.6 63.9 24.5 
マンネンスギ 57.2 50.0 12.6 
その他 36.1 25.8 28.5 
計 2193.6 1428.4 28.5 
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ぺ草本類の方が多く減少した。シダ植物の減少率は草本，木本と比べても低かった。採食時間

の特に長かったイネ科草本，スゲ類，サワシノT，ヤマモミジなど種においては60%以上，オシ

ダ，ツルアジサイ，イワガラミなど非採食種では40%以下の葉面積が減少しており，採食植物

種と非採食植物種とでは，和種馬放牧による葉面積の減少量が異なった。対照区において枯死

による減少がほとんどの種において見られなかったことから，非採食種の葉面積の減少は踏み

つけによるものと考えられた。また，同様に採食種の葉面積の減少も，採食だけでなく，踏圧

の影響もあったと考えられた。

非食，あるいは稀に採食された種の中でも，ジンヨウイチヤクソウ(乃Irolarenifolia)，オ

オパノトンボソウ (Platantheraminor)，フッキソウ，ツルアジサイ，イワガラミおよびノリ

ウツギの減少率は小さく，オシダ，チョウセンゴミシ，ヤマドリゼンマイ (Osmunda cin-

namomea)， ミゾシダ (Stegnogrammaρozoi)の減少率は大きかった。これは個体の大きさや

形態の相違によるものであると考えられた。また，ヤマドリゼンマイの減少率が特に大きいの

は，対照区のデータより，放牧期間中の枯死によるものも含まれているからであった。

このような採食植物種と非採食植物種に対する放牧の影響の違いは，今後の放牧樹林地の

植生の回復を大きく左右すると考えられる。採食植物種は和種馬が直接利用するものであり，こ

れらの植物種の量と分布が，放牧地の利用状況を主に決定する要因となる。永続的な林開放牧

を行うためには，森林植生全体への影響も考慮しつつ，これらの主要な採食植物種を中心とし

て，飼料源となる林床植物の適切な維持管理が必要である。よって今後の和種馬の放牧の影響

を受けた林床植生の回復や変化を森林植生全体への影響も含め，検討していく必要がある。
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Summary 

To determine ingested plants of Hokkaido native horses grazed in forest in summer， a following 

experiment was carried out in deciduous broad-leaved forest on Tomakomai Experimental Forest of 

Hokkaido University. For 10 days in late summer， 8 Hokkaido native horses were grazed in 4.0 ha of 

forest and ingested plants were r巴氾ordedthrough 5 min X 2 time in 5 days during grazing period for every 

animals. 

Number of grazed herb was 29 and occupied 42% of total observed herb in forest. They were mainly 

Gramineous grass (Diarrhena japonica， etc.l， Carex (Carex leucochlora， etc.) ， D坤orumsmilacinum and 

Cacalia hastata. Number of browsed leavesof tree was 23 and occupied 50% of total observed tree in 

forest. They were mainly白ゆinuscordata， Acer palmatum， Fn似 inuslanuginosa and Acer mono. Fern 

were not ingested by horses through the entire observation. 
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付表1対照区における放牧前後の植物種別葉面積，出現頻度および減少率

調査日

種名

サワシノf

オシダ

チョウセンゴミシ

ヤマモミジ

ヤマドリゼンマイ

ミゾシダ

イタヤカエデ

チゴユリ

ミヤマザクラ

シナノキ

アオダモ

ヨプスマソウ

ミズナラ
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ツタウルシ

フッキソウ
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ユキザサ

エナシヒゴクサ

タガネソウ

シラネワラビ

ウマノミツノT

エゾヤマザクラ

ジンヨウイチヤクソウ

アオスゲ

ヒメノガリヤス

ツルリンドウ

放牧前 放牧後 調査日
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付表2 放牧地に出現した革本植物一覧

革本類

和名 学名学名 和名

アカネ科 (Ru，拍C帥沼)
オククルマムグラ Galium加ijIorす'orme
クルマパソウ Aゅerulaodorata 
ホソパノヨツパムグラ 曲lium仇ijidumv. brelゆed.附 culatum

アブラナ科 (Cruα伽-ae)
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沼
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科サグイ・
ウリノ

オ

シ

ザ

ボ
タ

カ
ハ

ヌ

イチヤクソウ科 (Pyrolac.師e)
ジンヨウイチヤクソウ 乃rolar，間約lia

イネ科 (Gramineae)
Diarrhe即 japoni，ω
Bηlkinia Schmidtii 
Brachypodium syli叩 ticum
sasa nipponica 
Calamag削除 hakon側 sis
Milium effi師側

タツノヒゲ

ホガエリガヤ

ヤマカモジクサ

ミヤコザサ

ヒメノガリヤス

イプキヌカボ

イラクサ科 (urh抑制
ムカゴイラクサ Lap抑制 bulbifera

オトギリソウ科 (Gu幼iferea)
オトギリソウ Hがericume問C伽m

オミナエシ科(均lerian町eae}
オトコエシ Parinia villosa 

カヤツリグサ科 (C;世'eraceae)
オオイトスゲ Car，ιsachalinensおv.alternij加a
タガネソウ C出y回 siderosticta
アオスゲ Carex leucochlora 
エナシヒゴクサ Carex aphanol，ψお

キキョウ科 (Camμ脚 /ace.雌)
タニギキョウ Pera，仰仰 ω'1Iosav. circaeo地s

ハンゴンソウ

チシマアザミ

ノプキ

オオヨモギ

ヨプスマソウ

アキタプキ

ミミコウモリ

モミジガサ

エゾゴマナ

ヒメジョオン

ベニバナポロギク

ヤクシソウ

ヒヨドリパナ

アキノキリンソウ

オオアワダチソウ

キク科 (Compositae)
Senecio cannabifolius 
Ci1SIum kamおchaticum
Adenocaulon himalaicum 
Art，仰向叩19arisv. vulgatおsima
白caliahastata v. orientalis 
Pelasites j，ψoniclιv. gigante師
白caliaauriculata v. kamおchatica
Cacalia delPhini.約lia
Aster Glehni 
E得l?ronannuus 
Cr，佃 OCIゆhalumcerpidioides 
Yo仰 19iad，初ti.αllata
E呼回toriumj，ψonicum 
Soli幼智.0Vi1宮"o'-aUYj却
Sol幼IgOsero伽~a

キンポウゲ科 (Ranuncu/acωe)
ルイヨウショウマ Acfae.四 asiatica

サトイモ科 (Araceae)
コウライテンナンショウ Ar陶酔叩peninsulae

シソ科 (Labiafae)
ミヤマトウバナ Clinopodium gracile v.拙chalinense
ツルニガクサ Teucrium惚cidumv. Miquelianum 

エゾタツナミソウ Scutellaria pekinensis弘附urie別 is
スミレ科 (Vio/ac雌)

ヒナスミレ Viola Takedana 
アイリミヤマスミレ 防'olaselki幼ii/.叩riegafa
ミヤマスミレ 防.olaselkir企ii
オオタチツボスミレ Viola K.陥仰却制

セントウソウ

ウド

ヤプニンジン

ウマノミツノT

オオパセンキュウ

セリ科 (Vmbel俳即)
Chamaele decu間be悶
Aralia co油 fa
Osmorh仰 a均tata
Sani，叫laelata v. chinensお
Angelica genu.魚沼耳

センリュウ科 (Chloranthac仰)
アタリシズカ Chloranthus serratus 
ヒトリシズカ Chloraηthus jゆ四ic師

ナデシコ科(白りゅ'hyl/ac回e)
オオヤマフスマ Moehringia L宣伝げ'iora

ハエドクソウ科 (Phη捌ac印'e)
ハエドクソウ Phηmauψtostachya v.部副m

パラ科 (Rosaceae)
キンミズヒキ Agrimonia E呼昭toriav. pilosa 
オオダイコンソウ 白柳時仲間m

マメ科 (Legum抑制
ヤプハギ ルsmodiumfallax札 mandshuricum

ユキノシタ科(ぬz俳句協ceae)
ズダヤクシュ Tiarella polyphylla 

マイヅルソイウ

オオウパユリ

エンレイソウ

オオアマドコロ

ユキザサ

チゴユリ

ワニグチソウ

ユリ科 (Li.抑制
Maianthemum dilatatum 
Cardiocrinum Glehni 
Trillium Smallii 
Polygo糊伽modora仰叩 v.maximowiczii
Smi/acii即 japonica
D旬。rumsmi/acinum 
Polygonatum involucratum 

ラン科 {Orchidaceae)
Epj抑制注仰illosa
Liμ泊 Kumokiri

エゾスズラン

クモキリソウ

オオパノトンボソウ

オオヤマサギソウ

Plata閣theraminor 
PIa伽 thera卿 'halinensis

リンドウ科(伽tianaceae}
ツルリンドウ T砂防肉声ermumj.柳町制
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付表3 放牧地に出現した木本およびシダ植物一覧

木本類

和名

イチイ

学名

イチイ科(1i側C仰)
T似副国似ゆiぬお

ウゴキ科 (Aralia応'eae)
Arali勿elata
Kalopanx pictus 
Aωnthoμ似lXS必dophylloides

タラノキ
ハリギリ
コシアプラ

ウルシ科 (Anacardl匂ceae)
ツタウルシ Rhus amb信仰
ヤマウルシ Rhωtrichoca柳

カエデ科 (Acerceae)
ハウチワカエデ Acer japonicum 
イタヤカエデ Acer mono 
ヤマモミジ Acerμlmatum v.制御murae

カバノキ科 (Betulaceae)
Carpinus cordata 
α的I(ljapo担ica
Ali耳ushirsuta 

サワシノT

アサダ
ケヤマハンノキ

クロウメモドキ科 (Rhamnaceae)
クロウメモドキ Rhamnus japonica v. de，α》ωiS

クワ科 (Morac，ωe)
ヤマグワ Morus bomめ四

シナノキ科(Tiliaceae) 
シナノキ Tiliaj，ゆonica

ジンチョウゲ科 (Thymelaeaceae) 
ナニワズ 品ψ加ekamおchaticav. jezoensis 

スイカズラ科 (Caprifoliaceae) 
ガマズミ Viburnum dilatatum 
エゾニワトコ ぬmbu，αISsieboldiana v. miquelii 
ミヤマガマズミ Viburnum w噌htii

ツゲ科 (Biωaceae)
ブツキソウ Pachysandra terminal;お

ニガキ科 (Sii糊 roubaceae)
ニガキ Pic"ωma quaぉioid，ω

ニシキギ科 (Celastraclωe) 
Euonymus ala似sf.αliatodenta似S
Euo目rymus0，耳ゆhyllus
Celastrus orbicula似s

コマユミ
ツリノfナ
ツルウメモドキ

ワタゲカマツカ Pourthiaea villosa 
パラ科 (Ro町 'eae)
Prunus m似imo叫'czii
Prunus sargentii 
丹抑:usgrayana 
Rubus phoenicolasius 
h初nusssiori 
Rubus idaeus v. acu帥tissimω
Sorubus alnifolia 
めiraeasalicifolia 

ミヤマザクラ
エゾヤマザクラ
ウワミズザクラ
ウラジロイチゴ
シウリザクラ
エゾイチゴ
アズキナシ
ホザキシモツケ

和名 学名

プドウ科(的批雌)
ヤマプドウ Vi伶 co伊retiae

プナ科 (Fi勾aceae)
ミズナラ Quercus c吋spula

サルナシ科 (Ac伽idl前'eae)
マタタピ Actinidia polyga脚

マップサ科 (Sch問帥官制e)
チョウセンゴミシ Sch血ndrachinensis 

ミカン科 (Rutacωe)
キハダ Phellodendron amure'/符E

ミズキ科 (Co加 C脚)
ミズキ Cornus controversa 

モクセイ科 (Oleaceae)
アオダモ Fraxinus lan昭如'sa
エゾイボタ L留孤か官mtschonoskii v. glabrescens 

モクレン科 (Magnoll前倒)
キタコブシ M伊 IOliakobus v. borealis 
ホオノキ M申 IOliaobovata 

ユキノシタ科(ぬxifragaceae)
ツルアジサイ Hydrangea petiolaris 
ノリウツギ 助'dra得'ea仰 liculata
イワガラミ Schizophn伊nahydrm司geoides

シダ植物
和名 学名

イノモトソウ科 (Pterit.お'ceae)
クジャクシダ Adiantum pedatum 

仇
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一
訓

科ダシオ
オシダ
シラネワラビ
ミゾシダ
ミヤマペニシダ
ミヤマワラビ
ヤマイヌワラビ

ゼンマイ科 (Osmundaceae) 
ヤマドリゼンマイ ωmunda cinnamomea 

チャセンシダ科 (Aゅωg必:ceae)
トラノオシダ Aゅleniumincおum

ハナヤスリ科(仰が'oglossaceae)
ナツノハナワラビ Botη'chium vi得初旬num

ヒカゲノカズラ科 (Lycopodi必les)
マンネンスギ Lycopodium obscurum 
トウゲシパ Lycopodium se庁a抑制


